
日
本
共
産
党
は
反
対

道
の
駅
周
辺
整
備
工
事
（
東
ゾ
ー

ン
）
請
負
契
約
の
１
億
７
６
４
１

万
円
の
増
額
、
道
の
駅
再
整
備
工

事
請
負
契
約
の
１
２
１
０
万
円
の

増
額
す
る
変
更
契
約
に
つ
い
て
、

河
合
克
平
・
真
野
和
久
議
員
を
含

む
４
議
員
が
反
対
し
ま
し
た
が
、

可
決
さ
れ
ま
し
た
。

議
会
の
承
認
な
く

変
更
工
事
を
進
め
る
議
会
軽
視

日
本
共
産
党
市
議
団
は
、
３
点

の
理
由
で
反
対
し
ま
し
た
。

①
49
億
円
も
の
巨
額
投
資
で
あ
る

道
の
駅
周
辺
整
備
に
か
か
る
契
約

変
更
で
あ
る
こ
と

②
令
和
５
年
度
か
ら
変
更
し
、
変

更
工
事
が
す
で
に
終
わ
っ
て
い
る

こ
と
③
仮
契
約
書
で
は
、
議
会
の

議
決
が
な
け
れ
ば
無
効
と
さ
れ
る

変
更
を
、
市
の
事
務
取
扱
要
領
の

み
で
進
め
て
い
る
こ
と

総
額
で
20
億
円
を
超
え
る
工
事

の
の
契
約
変
更
を
、
市
の
事
務
取

扱
要
領
を
根
拠
に
、
議
会
の
承
認

も
な
く
行
い
、
工
事
を
進
め
る
。

手
続
き
上
の
大
問
題
で
あ
り
、

議
会
軽
視
で
す
。

ま
た
工
事
契
約
の
変
更
内
容
か

ら
も
問
題
３
点
を
あ
げ
反
対
し
ま

し
た
。

①
埋
め
立
て
の
土
壌
工
事
の
進
め

方
が
ず
さ
ん
で
、
ｐ
ｈ
値
の
み
の

環
境
測
定
で
は
不
足
で
あ
る
こ
と

②
指
定
管
理
者
の
決
定
も
さ
れ
て

い
な
い
の
に
、
指
定
管
理
者
候
補

の
要
望
を
聞
き
入
れ
た
電
気
設
備

工
事
変
更
が
さ
れ
て
い
る
こ
と

③
古
い
土
壌
調
査
に
よ
っ
て
実
施

設
計
が
さ
れ
、
新
た
な
土
壌
改
良

を
お
こ
な
っ
て
い
る
こ
と
。

道
の
駅
及
び
都
市
公
園

指
定
管
理
料
は
10
年
で
８

億
２
千
万
円
以
上
か

道
の
駅
と
花
は
す
公
園
の
指
定

管
理
者
と
な
る
団
体
は
、
東
京
都

に
あ
るF

u
n

S
p
a
c
e

（
フ
ァ
ン
・

ス
ペ
ー
ス
）
株
式
会
社
に
決
定
。

指
定
管
理
の
期
間
は
令
和
７
年

４
月
１
日
か
ら
令
和
17
年
３
月
31

日
ま
で
の
10
年
間
で
す
。
10
年
間

の
指
定
管
理
料
は
、
８
億
２
７
７

９
万
円
と
物
価
変
動
等
に
伴
う
増

減
額
を
加
減
し
た
額
と
な
り
ま
す
。

こ
の
指
定
管
理
者
の
指
定
は
、

河
合
克
平
・
真
野
和
久
議
員
を
含

む
４
議
員
が
反
対
し
ま
し
た
。

こ
こ
で
も
議
会
軽
視

応
募
企
業
の
詳
細
を
答
弁
せ
ず

日
本
共
産
党
市
議
団
は
、
３
点

の
理
由
で
反
対
し
ま
し
た
。

①
応
募
の
あ
っ
た
企
業
の
評
点
を

あ
き
ら
か
に
せ
ず
、
選
定
に
つ
い

て
の
内
容
の
客
観
性
が
分
か
ら
な

い
。
審
査
内
容
の
公
開
性
が
な
く
、

選
定
が
適
切
か
十
分
な
審
議
が
で

き
な
い
。

②
指
定
す
る
企
業
は
、
令
和
２
年

に
資
本
金
を
減
資
し
た
。
候
補
企

業
の
利
益
剰
余
金
が
８
９
０
０
万

円
で
あ
り
、
10
年
間
の
指
定
管
理

が
安
定
的
お
こ
な
え
る
の
か
し
っ

か
り
審
査
を
し
た
の
か
疑
問

③
10
年
で
２
億
の
利
益
、
４
０
０

０
万
円
が
市
に
納
入
す
る
試
算
が
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日本共産党
愛西市委員会

道の駅周辺整備事業約１億９千万円追加

議会の承認前に工事実施

愛
西
市
議
会
６
月
定
例
会
報
告

日本共産党愛西市議団
「小中学校統廃合の白紙を求める決
議案」を提案

日本共産党愛西市議団の河合克平、真野和久議
員は、「愛西市立小中学校適正規模等並びに老朽
化対策基本計画第一期の策定について、小中学校
適正規模等計画部分の白紙を求める決議（案）」
提案しました。

地域や市民の反対が多い中、６月に基本計画第

１期が策定されましたが、これ以上ま進めるでは

なく、ここで見直すべきです。

学校統合は少子化、人口減少を拍車をかける

まの和久議員は、賛成討論で３点の理由をあげ
採択を求めました。
①文科省の手引では、「強引に進めない。地域の
理解と協力を得る」とあるのに、住民の合意が十
分に取れていない
②学校統廃合で、学校を地域からなくすことは、
地域の人口減少をいっそう進める
③小規模校である事は、決してマイナスではない。
これまでも立田・八開地域では、特徴ある教育を
行なってきた。より良くするために、学校の老朽
化問題、立田地区の学校が遠い課題などは、統廃
合とは切り離し検討すべき

決議案は、日本共産党の河合克平市議、真野和

久市議、無所属の山田門左衛門議員の３名の賛成

少数で不採択となりました。

12
月
に
健
康
保
険
証
廃
止
で
ど
う
な
る
？

12
月
で
健
康
保
険
証
が
廃
止
さ
れ
る
こ
と
で
、
市
民
に
不
安
が
広
が
っ

て
い
ま
す
。

①
健
康
保
険
証
は
有
効
期
限
ま
で
使
え
ま
す
。

い
ま
手
元
に
あ
る
あ
る
保
険
証
は
、
有
効
期
限
ま
で
使
え
ま
す
（
発

行
か
ら
１
年
間
）
。
マ
イ
ナ
保
険
証
に
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

②
健
康
保
険
証
の
有
効
期
限
ま
で
に
、
「
資
格
確
認
書
」
が
届
き
ま
す
。

保
険
証
と
変
わ
ら
ず
使
用
で
き
ま
す
。

な
ん
の
手
続
き
を
し
な
く
て
も
、
保
険
証

の
有
効
期
限
ま
で
に
「
資
格
確
認
書
」
が
届

き
ま
す
。
資
格
確
認
書
は
、
こ
れ
ま
で
の
保

険
証
と
同
じ
よ
う
に
利
用
で
き
ま
す
。

※
マ
イ
ナ
保
険
証
が
な
く
て
も
、
今
の
保
険

証
と
処
方
箋
で
薬
は
も
ら
え
ま
す
。



３
月
２
６
日
、
「
第
１
期
愛
西

市
立
小
中
学
校
適
正
規
模
等
並
び

に
老
朽
化
対
策
基
本
計
画
」
が
決

定
さ
れ
、
佐
屋
中
と
立
田
中
、
佐

織
西
中
と
八
開
中
の
統
合
が
具
体

化
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

パ
ブ
コ
メ
は
ほ
と
ん
ど
反
対
意
見

計
画
の
見
直
し
を
求
め
る

ま
の
和
久
議
員
は
、
パ
ブ
リ
ッ

ク
コ
メ
ン
ト
（
８
２
人
）
の
ほ
と

ん
ど
が
反
対
意
見
だ
っ
た
第
１
器

計
画
の
見
直
し
を
求
め
ま
し
た
。

教
育
部
長
は
、
こ
れ
ま
で
、
検

討
委
員
会
、
地
区
検
討
委
員
会
、

保
護
者
説
明
会
、
座
談
会
、
意
向

調
査
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
な

ど
で
意
見
を
聞
き
、
教
育
委
員
会

で
協
議
し
て
き
た
と
、
各
段
階
で

多
く
の
反
対
意
見
が
あ
っ
た
に
も

関
わ
ら
ず
、
強
引
に
進
め
て
き
た

こ
と
を
正
当
化
す
る
答
弁
で
し
た
。

合
併
決
定
前
に
、
児
童
・
生
徒
の

意
見
を
聞
か
な
か
っ
た
の
は
問
題

ま
の
議
員
は
、
児
童
生
徒
の
た

め
と
言
う
な
ら
が
、
な
ぜ
、
彼
ら

の
意
見
を
事
前
に
聞
か
な
か
っ
た

の
か
問
い
ま
し
た
。

教
育
部
長
は
、
有
意
義
と
は
考

え
る
が
、
児
童
・
生
徒
に
対
す
る

直
接
的
な
意
見
の
聞
き
取
り
は
、

聞
く
側
の
意
思
に
よ
っ
て
回
答
が

左
右
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
と
答

弁
。学

習
や
学
校
性
格
に
大
き
な
影

響
が
出
る
学
校
統
合
の
是
非
と
い

う
根
本
的
な
問
題
で
、
子
ど
も
た

ち
に
意
見
を
問
わ
な
い
の
は
、
生

徒
の
自
律
性
の
捉
え
方
が
問
題
だ

と
考
え
ま
す
。

立
田
南
部
・
北
部
コ
ミ
の
入

浴
施
設
の
改
修
を

立
田
南
部
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
、
北
部
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
の
入
浴
施
設
が
、
故
障
し
て

入
浴
で
き
な
い
状
況
に
な
っ
て
い

ま
す
。
こ
の
間
、
故
障
が
起
き
、

利
用
で
き
な
い
状
況
が
何
度
も
起

こ
っ
て
い
ま
す
。

南
部
は
改
修
予
定

北
部
は
廃
止
か

ま
の
和
久
議
員
は
、
大
規
模
修

繕
を
行
い
、
市
民
が
安
心
し
て
利

用
で
き
る
よ
う
求
め
ま
し
た
。

市
民
協
働
部
長
は
、
南
部
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
の
入
浴
施
設
に
つ
い
て
は
、

今
回
の
故
障
箇
所
（
熱
交
換
器
な

ど
）
の
修
繕
を
行
い
、
再
開
に
向

け
進
め
て
い
る
と
答
弁
。
大
規
模

修
繕
か
に
つ
い
て
は
否
定
し
ま
し

た
。北

部
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
入
浴
施

設
に
つ
い
て
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
単
体
で
検
討
す
る
の
は

な
く
、
市
内
公
共
施
設
の
入
浴
施

設
全
体
で
、
経
済
的
か
つ
効
率
的

に
維
持
せ
き
る
方
法
を
検
討
す
る

必
要
が
あ
る
と
答
弁
。
再
開
も
廃

止
も
答
弁
を
し
ま
せ
ん
で
い
た
。

ま
の
議
員
は
、
市
内
の
入
浴
施

設
は
、
市
民
の
健
康
維
持
向
上
に

役
立
っ
て
い
る
の
は
明
ら
か
で
あ

り
、
八
開
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
の

入
浴
施
設
も
含
め
、
再
開
を
求
め

ま
し
た
。

高
齢
者
の
補
聴
器
補
助
実

施
を

高
齢
化
で
耳
が
遠
く
な
る
と
、

聞
こ
え
な
い
こ
と
に
よ
り
、
人
と

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
シ
ョ
ン
が
取
り
づ

ら
く
な
り
、
人
と
の
交
流
を
ひ
か

え
る
よ
う
に
な
る
と
、
認
知
症
の

リ
ス
ク
も
高
ま
り
ま
す
。

県
内
７
自
治
体
が
補
助
を
実
施

２
０
２
３
年
に
は
、
愛
知
県
内

で
犬
山
市
、
稲
沢
市
、
あ
ま
市
な

ど
７
市
町
が
高
齢
者
へ
の
補
聴
器

購
入
補
助
を
行
っ
て
お
り
、
武
豊

町
が
今
年
４
月
か
ら
、
一
宮
市
、

岡
崎
市
は
７
月
１
日
か
ら
助
成
が

始
ま
り
ま
す
。

ま
の
和
久
議
員
は
、
愛
西
市
の

実
施
の
検
討
状
況
を
聞
き
ま
し
た
。

保
健
福
祉
部
長
は
、
生
活
習
慣

病
の
予
防
が
難
聴
の
予
防
に
も
つ

な
が
る
。
認
知
症
予
防
と
し
て
、

介
護
予
防
、
フ
レ
イ
ル
予
防
教
室

等
や
、
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
利
用
、

高
齢
者
福
祉
タ
ク
シ
ー
な
ど
、
社

会
参
加
を
促
す
こ
と
で
生
活
改
善

を
図
り
、
難
聴
予
防
を
含
め
た
総

合
的
な
認
知
症
の
予
防
を
図
り
た

い
と
答
弁
。
国
の
動
向
や
他
市
町

の
事
業
の
研
究
す
る
と
答
え
ま
し

た
。河

合
か
っ
ぺ
い
議
員
は
、
保
護

者
か
ら
小
学
生
は
給
食
費
の
補
助

も
少
な
く
、
差
別
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
物
価
が
上
が
っ
て
中
学
生

だ
け
で
な
く
小
学
生
だ
っ
て
大
変

だ
と
の
声
が
あ
る
と
、
小
学
校
の

給
食
の
無
償
化
を
求
め
ま
し
た
。

教
育
部
長
は
、
小
学
校
の
給
食

費
支
援
は
児
童
の
食
材
料
費
に
対

し
、
市
単
独
事
業
と
し
て
１
食
当

た
り
10
円
を
本
市
が
恒
常
的
に
補

助
し
て
い
る
。
令
和
６
年
度
か
ら
、

年
間
学
習
費
等
の
中
学
校
に
お
け

る
負
担
が
大
き
い
か
ら
、
愛
西
市

立
の
中
学
校
に
通
う
生
徒
を
対
象

に
、
こ
れ
ま
で
市
単
独
事
業
と
し

て
実
施
し
て
き
た
補
助
を
拡
充
し
、

給
食
費
を
無
償
に
し
た
。
給
食
費

無
償
化
に
向
け
た
国
の
動
向
を
今

後
も
注
視
す
る
と
答
え
ま
し
た
。

河
合
議
員
は
学
校
給
食
の
11
条

で
は
、
保
護
者
の
負
担
と
す
る
定

め
が
あ
る
が
、
市
の
無
償
化
は
、

国
の
法
律
と
は
違
う
こ
と
を
行
っ

て
い
る
の
か
を
確
認
し
ま
し
た
。

教
育
部
長
は
、
各
自
治
体
に
お

い
て
、
学
校
給
食
法
第
11
条
第
２

項
に
規
定
す
る
保
護
者
の
負
担
と

す
る
と
い
う
条
文
に
つ
い
て
、
無

償
化
は
自
治
体
の
裁
量
で
法
律
上

等
問
題
な
い
と
考
え
る
と
答
弁
あ

り
ま
し
た
。

河
合
議
員
は
、
小
学
生
と
中
学

生
と
差
別
せ
ず
、
小
学
生
の
無
償

化
を
も
と
め
ま
し
た
。

日
永
市
長
は
、
学
校
給
食
の
無

償
化
は
、
国
が
率
先
を
し
て
や
る

べ
き
事
業
だ
が
、
今
年
度
か
ら
愛

西
市
立
中
学
生
の
給
食
費
の
無
償

化
を
し
た
。
今
後
は
、
国
に
要
望

し
、
各
自
治
体
の
状
況
も
考
慮
し

進
め
る
。
小
学
生
と
中
学
生
の
差

別
と
い
う
よ
う
な
言
葉
が
あ
っ
た

が
、
そ
ん
な
こ
と
は
考
え
て
い
な

い
と
答
弁
あ
り
ま
し
た
。

障
害
者
に
配
慮
あ
る

行
政
運
営
を

河
合
か
っ
ぺ
い
議
員
は
、
精
神

障
害
者
医
療
に
つ
い
て
、
精
神
障

害
者
福
祉
手
帳
２
級
の
方
で
自
立

支
援
医
療
給
付
証
の
申
請
中
を
理

由
に
、
精
神
障
害
者
医
療
費
受
給

者
証
が
交
付
さ
れ
な
い
か
ら
困
っ

た
と
の
声
を
紹
介
し
、
身
体
障
害

者
手
帳
２
級
の
方
と
同
様
に
、
医

療
費
の
受
給
者
証
を
交
付
し
、
合

理
的
配
慮
の
あ
る
対
応
を
す
る
よ

う
に
求
め
ま
し

た
。保

健
福
祉
部

長
は
、
自
立
支

援
医
療
受
給
者

証
の
申
請
と
同

時
に
医
療
費
受

給
者
証
の
交
付

を
行
う
考
え
は

な
い
。
精
神
障
害
者
医
療
費
支
給

条
例
及
び
同
施
行
規
則
に
の
っ
と

り
対
応
す
る
と
答
弁
が
あ
り
ま
し

た
。

緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
の

無
償
化
を

河
合
か
っ
ぺ
い
議
員
は
、
令
和

５
年
７
月
31
日
現
在
で
２
６
８
人

の
利
用
が
、
令
和
６
年
４
月
に
は

１
９
８
人
に
減
っ
て
い
る
有
料
化

が
大
き
な
要
因
だ
無
料
化
す
る
考

え
は
な
い
の
か
確
認
し
ま
し
た
。

保
健
福
祉
部
長
は
、
令
和
５
年

度
よ
り
緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
事
業

第80号 愛西民報 2024年7,8月

日
本
共
産
党
議
員
の
一
般
質
問

学
校
統
廃
合
「
第
１
期
基
本
計
画
」

白
紙
に

小
学
生
を
差
別
せ
ず

学
校
給
食
の
無
償
化
を
求
め
る

河合かっぺい議員

まの和久議員

旧
統
一
教
会
団
体
の
陳
情
否
決

総
務
文
教
委
員
会
は
、
旧
統
一

協
会
系
団
体
の
陳
情
を
賛
成
者

な
く
否
決
し
ま
し
た
。


